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LPP ¥ X mAb & DAB BE{ERL /X757 « v Bt MNBORBEBIFDT.

LPP ¥ X mAb {ERL =/357 « VEIBE NSRS ORGEEBNFDT.
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	応用
	抗原情報
	背景
	脂肪腫におけるLIMドメイン含有優先転座パートナー。Zyxinファミリータンパク質には、Ajuba、LIMD1、LPP、TRIP6、Zyxinの5つのメンバーが含まれます。LIMドメイン含有足場タンパク質であるLPP（LIM含有脂肪腫優先パートナー）は、カルボキシ末端に3つのLIMドメインを含み、その前には、多数のタンパク質相互作用ドメインを含むプロリンに富むプレLIM領域が存在します。80 kDaのタンパク質であるLPPは、接着斑や細胞間接触などの細胞接着部位に局在し、核へと移動して転写活性化能を発揮します。ヒトLPP遺伝子は染色体3q28にマッピングされ、脂肪腫として知られるヒト良性間葉系腫瘍のサブクラスにおいてHMGIC遺伝子に優先的に転座します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela（1）、NIH/3T3（2）、COS（3）、Caki（4）、MCF-7（5）、HepG2（6）、およびSMMC-7721（7）細胞溶解物に対するLPPマウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	LPPマウスmAb（緑）を用いたCOS細胞の共焦点免疫蛍光染色。赤：DY-554ファロイジンを用いて標識したアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	LPPマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の共焦点免疫蛍光染色。赤：DY-554ファロイジンを用いて標識したアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	LPP マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト小腸の免疫組織化学分析。
	

	LPP マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト血管組織の免疫組織化学分析。

